
来
迎
院
如
来
蔵
所
蔵
の

相
好
文
字
抄

に
つ
い
て

来
迎
院
如
来
蔵
所
蔵
の

　
　
　

相
好
文
字
抄

に
つ
い
て

南
部
忠
明
・
河
野
敏
宏

　
　

目　

次

　
　

一
、
は
じ
め
に
（
本
稿
の
目
的
）

　
　

二
、
相
好
と
は
何
か

　
　

三
、
相
好
語
へ
の
加
注
に
み
ら
れ
る

相
好
文
字
抄

の
編
纂
目
的

　
　

四
、
相
好
文
字
抄

に
お
け
る
相
好
語
の
出
典

　
　

五
、
結
語

　

来
迎
院
如
来
蔵
所
蔵
の

相
好
文
字
抄

は
、
阿
弥
陀
仏
を
は
じ
め
と
す

る
諸
仏
の
特
徴
で
あ
る

三
十
二
相
八
十
随
好

に
つ
い
て
、
諸
経
か
ら
相

好
語
を
引
用
し
て
注
を
加
え
た
仏
典
音
義
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
）

（
る
。
奥
書
に

は
大
治
四
年
（
一
一
二
九
年
）
書
写
の
識
語
が
あ
り
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
撰
者
は
未
詳
で
あ
る
。

　

来
迎
院
如
来
蔵
聖
教
文
書
類
目
録
（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸

課
刊
）
に
よ
っ
て
そ
の
書
誌
を
紹
介
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
〔
縦
〕 

二
六
・
一
、
第
二
紙
長
、
五
四
・
四
、
十
四
紙
、
巻
子
製
、
表
紙

薄
茶
地
楮
紙

　
　
　
　

料
紙
楮
斐
交
漉
紙
、
墨
界
（
界
高
二
四
・
二
、
界
巾
二
・
〇
五
）

　
〔
外
題
〕 

相
好
文
字
抄
、
如
来
蔵
書
（
本
カ
と
添
字
あ
り
）

　
〔
本
文
〕 

一
行
あ
た
り
十
九
〜
二
十
一
字
、
一
枚
二
十
七
行
、
本
文
同
筆

ニ
テ
墨
傍
訓
、
送
仮
名
、
声
点
、
校
合
、
紙
背
加
筆
ア
リ

　
〔
奥
書
〕 

大
治
四
年
九
月
九
日
未
時
計
書
畢
、
執
筆
最
實

　
（
別
筆
） 

一
交
了
仁
融
（
又
別
筆
）、
同
十
二
月
十
一
日
移
點
了

　
〔
時
代
〕 

平
安
後
期
（
大
治
四
年
）

　
〔
本
文
中
〕 

大
般
若
経
音
訓
（
小
島
真
興
撰
）、
類
聚
抄
（
和
名
類
聚

抄
）、
唐
韻
、
玉
篇
等
の
引
用
極
メ
テ
多
シ

　

な
お
、
我
々
の
調
査
に
よ
っ
て
包
紙
に
は

相
好
文
字
抄
下

と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
下

が
あ
れ
ば

相
好
文
字
抄
上

も
存

在
す
る
と
考
え
る
の
が
普
通
だ
が
、
相
好
文
字
抄
上

な
る
典
籍
は
今
の

と
こ
ろ
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
下

と
い
う
文
字
は
後
世
に
付

加
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
）

（
る
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は

相
好
文
字
抄
下

と
記

さ
ず
に

相
好
文
字
抄

と
記
す
。

　

本
書
は
注
文
中
に
、
国
語
学
・
中
国
語
学
上
重
要
な
典
籍
の
佚
文
（
切

韻
・
唐
韻
・
大
般
若
経
音
訓
・
元
興
寺
信
行
撰
述
の
典
籍
等
）
を
多

数
含
む
た
め
に
佚
文
収
拾
の
好
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
）

（
が
、
本

書
そ
れ
自
体
が
ど
の
よ
う
な
典
籍
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
論

じ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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本
書
に
つ
い
て
あ
る
程
度
詳
し
く
述
べ
た
も
の
と
し
て
は
、
管
見
に
入
っ

た
限
り
で
は
、
築
島
裕
が

こ
の
本
（
相
好
文
字
抄
、
筆
者
注
）
は
、
仏

の
八
十
相
好
を
現
す
文
字
に
つ
い
て
、
諸
書
を
引
用
し
て
説
明
を
加
え
た
も

の
で
、
多
分
院
政
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、
如
来
の
相
好
と
い
う
こ
と
は

他
の
経
典
に
も
見
え
る
こ
と
だ
が
、
取
分
け
大
般
若
経
に
は
そ
の
記
事
が
著

し
く

大
般
若
経
三
十
二
種
好
八
十
相
好

と
い
う
独
立
し
た
書
物
も
あ
る

ほ
ど
な
の
で
…
…
（
以
下
略
）
と
述
べ
て
い
る
の
み
で
あ
）

（
る
。

　

本
稿
の
目
的
は

相
好
文
字
抄

に
お
け
る
相
好
語
の
あ
り
方
を
手
が
か

り
と
し
て

相
好
文
字
抄

が
如
何
な
る
書
で
あ
る
か
を
述
べ
、
さ
ら
に
そ

れ
ら
の
相
好
語
が
ど
の
よ
う
な
典
籍
か
ら
ど
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
た
の
か
を

具
体
的
に
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
回
の
研
究
に
あ
た
り
、
来
迎
院
御
住
職
、
齋
藤
孝
圓
氏
の
ご
厚

意
に
よ
っ
て
、
筆
写
お
よ
び
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
。

　

ま
ず
最
初
に
問
題
と
な
る
の
は

相
好
文
字
抄

に
冠
せ
ら
れ
た

相

好

と
い
う
語
で
あ
る
。
相
好

な
る
語
に
つ
い
て
は

相
好
文
字
抄

の
冒
頭
部
分
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
注
…
…
﹇　

﹈
は
、
傍

注
・
ふ
り
が
な
・
送
り
が
な
を
示
す
。
句
点
は
筆
者
。
以
下
同
じ
。）

　
　

大
般
若
音
訓
云
相
好
上
﹇
ハ
﹈
去
聲
謂
相
皃
也
。
即
三
十
二
相
也
。
下

﹇
ハ
﹈
上
聲
陸
□
法
﹇
人
﹈
云
美
也
善
也
。
即
八
十
随
好
也
。

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
相
好

と
は
仏
の
三
十
二
相
と
八
十
随
好
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
で
は
相
好
・
三
十
二
相
・
八
十
随
好
と
は
何
か
。

具
体
的
に
説
明
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

相
好
と
は
、
仏
や
如
来
の
身
体
に
具
わ
る
三
十
二
相
と
八
十
随
好
の
吉
相

の
総
称
で
あ
る
。

　

三
十
二
相
と
は
、
三
十
二
大
人
相
な
ど
と
も
い
い
、
仏
や
如
来
の
身
体
に

具
わ
る
三
十
二
の
顕
著
な
吉
相
の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば

眉
間
白
毫
相

（
眉
間
に
は
白
い
柔
ら
か
い
毛
が
あ
り
そ
の
毛
は
右
旋
し
て
い
る
）

眼
睫

如
牛
王
相
（
瞳
は
紺
碧
で
あ
り
睫
毛
が
牛
王
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
）

咽
中
津
液
得
上
味
相
（
最
大
の
味
感
を
有
し
て
お
り
、
唾
液
で
す
べ
て
の

味
を
う
ま
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
な
ど
の
仏
の
顕
著
な
身
体
的
特
徴
を

さ
）

（
す
。

　

一
方
、
八
十
随
好
と
は
八
十
随
好
形
、
八
十
種
好
、
八
十
種
妙
好
な
ど
と

も
い
い
、
仏
や
如
来
の
身
体
に
具
わ
る
八
十
の
微
妙
な
吉
相
の
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
面
門
か
ら
常
に
最
上
特
殊
の
香
り
を
だ
す

身
体
は
長
大

で
あ
り
端
直
で
あ
る

歯
が
方
正
で
鮮
白
で
あ
る

な
ど
の
仏
の
微
妙
な

身
体
的
特
徴
を
さ
す
。
岡
田
行
弘
に
よ
れ
ば
八
十
随
好
は
三
十
二
相
を
補
完

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
八
十
随
好
全
体
の
価
値
は
三
十
二
相
の
一
つ
の
大
人

相
の
価
値
よ
り
低
い
と
い
）

（
う
。

　

三
十
二
相
と
八
十
随
好
の
、
仏
典
に
お
け
る
記
載
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
次
の
（
一
）
〜
（
三
）
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
一
）
三
十
二
相
と
八
十
随
好
は
、
あ
る
特
定
の
仏
典
の
み
に
記
載
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
多
様
な
仏
典
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
三
十
二
相
は
、



来
迎
院
如
来
蔵
所
蔵
の

相
好
文
字
抄

に
つ
い
て

　
　

華
厳
経

第
二
十
五
、
大
智
度
論

第
四
、
大
般
若
経

第
三
百

八
十
一
・
第
五
百
七
十
三
、
大
乗
百
福
荘
厳
相
経
、
方
廣
大
荘
嚴

経
、
観
佛
三
昧
海
経

第
一
至
第
四
、
瑜
伽
師
地
論

第
四
十

九
、
な
ど
、

　

ま
た
、
八
十
随
好
は
、

　
　

舊
華
厳
経

第
二
十
五
、
大
毘
婆
沙
論

第
百
七
十
七
、
大
般
若

経

第
五
百
七
十
三
、
无
上
依
経

巻
下
、
瑜
伽
師
地
論

第
四
十

九
、
大
智
度
論

第
二
十
六
・
第
二
十
九
・
第
八
十
九
、
倶
舎
論

第
十
八
、
な
ど
、

　

両
者
と
も
に
多
様
な
仏
典
に
記
載
さ
れ
て
い
）

（
る
。

（
二
）
三
十
二
相
と
八
十
随
好
の
、
諸
仏
典
に
お
け
る
記
載
量
に
は
多
寡
の

差
が
あ
る
。

　

岡
田
行
弘
に
よ
れ
ば
、
八
十
随
好
は
、
漢
訳
仏
典
中
に
お
い
て
全
部
で
十

八
の
テ
キ
ス
ト
（
二
十
一
箇
所
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
三
十
二
相
の
記

載
は
、
こ
れ
よ
り
は
る
か
に
多
く
、
そ
の
量
は
八
十
随
好
の
五
倍
程
度
で
あ

る
と
い
）

（
う
。

（
三
）
三
十
二
相
と
八
十
随
好
の
、
諸
仏
典
に
お
け
る
順
序
や
そ
の
あ
り
方

は
同
一
で
は
な
い
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
岡
田
行
弘
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

三
十
二
大
人
相
の
場
合
に
も

何
を
も
っ
て
三
十
二
の
相
と
す
る
か

と
い
う
選
択
は
各
経
論
に
お
い
て
若
干
の
相
違
が
存
在
し
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
八
十
随
好
に
お
い
て
は
随
好
を
選
択
す
る
と
い
う
問
題
は
、

そ
の
数
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
一
層
複
雑
化
し
て
い
る
。
八
十
と
い
う

数
を
満
た
す
た
め
に
各
経
論
は
三
十
二
大
人
相
と
の
類
似
・
重
複
と
か

配
列
の
不
自
然
さ
、
同
内
容
の
特
徴
の
反
復
と
い
う
よ
う
な
い
く
つ
か

の
問
題
点
も
残
し
て
い
）

（
る
。

　

こ
れ
は
、
例
え
ば
、
大
智
度
論

第
八
十
八
で
は
、

　
　

二
十
九
者
眼
色
如
金
精
。
三
十
者
眼
睫
如
牛
王
。
三
十
一
者
眉
間
白
毫

相
柔
白
如
兜
羅
綿
。
三
十
二
者
頂
髻
肉
成
。

　

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
瑜
伽
師
地
論

第
四
十
九
で
は

　
　

二
十
九
者
其
目
紺
青
。
三
十
者
睫
如
牛
王
。
三
十
一
者
其
頂
上
現
鳥
瑟

膩
沙
。
三
十
二
者
眉
間
毫
相
其
色
光
白
螺
文
右
旋
。

　

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
如
き
例
を
い
）

（
う
。
つ
ま
り
、
三
十
二
相
の
順
序
や

記
述
の
あ
り
方
は
諸
仏
典
に
お
い
て
同
一
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
相
好
文
字
抄

に
先
行
す
る

往
生
要
集

巻
中
に
は

是
諸

相
好
。
行
相
利
益
廃
立
等
事
。
諸
文
不
）

（
同
。
と
あ
り
、
こ
の
記
述
か
ら
も

相
好
の
順
序
な
ど
に
つ
い
て
諸
仏
典
は
同
じ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

以
上
の
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

①
相
好
と
は
、
仏
や
如
来
が
具
え
て
い
る
三
十
二
相
と
八
十
随
好
の
吉
相

の
こ
と
で
あ
り
、
仏
や
如
来
の
顕
著
な
特
徴
を
三
十
二
相
と
い
い
、
補

完
的
な
特
徴
を
八
十
随
好
と
い
う
。
八
十
随
好
全
体
の
価
値
は
、
一
つ

の
三
十
二
相
よ
り
低
い
。

　

②
相
好
は
様
々
な
経
典
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
各
々
の
相
好
の
順
序
、

名
称
、
お
よ
び
記
述
の
あ
り
か
た
は
諸
経
典
に
よ
っ
て
違
う
。
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次
に

相
好
文
字
抄

に
お
い
て
こ
れ
ら
の
相
好
語
に
ど
の
よ
う
な
注
が

加
え
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
冒
頭
部
分
を
例

と
し
て
示
す
。（【　
　

】
は
出
典
注
。﹇　
　

﹈
は
傍
注
・
ふ
り
が
な
・
送
り
が

な
。《　

》
は
割
り
注
。
ー
ー
は
、
お
ど
り
字
。
声
点
は
省
略
し
た
。
太
線
は
筆

者
。（
○
行
目
）
は
本
文
に
お
け
る
位
置
。）

　
　

・【
大
般
若
音
訓
云
】
相
好
上
﹇
ハ
﹈
去
聲
謂
相
皃
也
。
即
三
十
二
相

也
。
下
﹇
ハ
﹈
上
聲
陸
□
法
﹇
人
﹈
云
美
也
善
也
。
即
八
十
随
好

也
。

　
　

・【
大
般
若
経
云
】
有
白
毫
相
。【
音
訓
云
】
毫
胡
力
反
。【
玉
篇
云
】

長
毛
也
。
或
作
﹇
レ
リ
﹈
豪
。【
王
逸
﹇
人
﹈
云
】
鋭
﹇
エ
イ　

ト

キ
﹈
毛
也
。
今
案
二
形
通
用
之
。（
四
行
目
）

　
　

・【
大
般
若
経
云
】
如
覩
羅
綿
。【
音
訓
云
】
堵
羅
綿
上
都
古
反
。
或
作

都
或
作
兜
。
下
弥
連
反
。
亦
作
緜
。【
釈
氏
云
】
絮
﹇
シ
ョ　

タ
﹈

也
﹇
ー　

音
序
﹈《
似
綿
而
麁
悪
也
》【
行
瑫
﹇
タ
ウ
﹈
云
】
ー
ー
ー

者
細
綿
也
。
今
案
堵
羅
﹇
ハ
﹈
梵
語
。
綿
﹇
ハ
﹈
唐
言
也
。

　
　

・【
法
華
攝
釋
云
】
都
羅
綿
者
都
羅
樹
名
此
﹇
コ
コ
ニ
﹈
无
相
﹇
ヒ
﹈

當
﹇
ア
タ
ル
モ
ノ
﹈
故
不
譯
也
。
綿
従
樹
出
名
ー
ー
ー
。
如
言
柳

絮
ー
依
柳
出
得
柳
絮
名
。（
六
行
目
）
…
…
（
中
略
）
…
…

　
　

・【
无
上
依
経
云
】
右
旋
上
靡
。【
大
般
若
音
訓
云
】
靡
文
彼
反
。【
行

瑫
云
】
偃
﹇
エ
ン
﹈
順
之
状
也
。
又
元
也
。
非
此
用
矣
。（
十
六
行

目
）
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…

　
　

・【
大
般
若
云
】
光
潔
晃
曜
。【
音
訓
云
】
晃
曜
上
胡
廣
反
。【
孫

云
】
明
也
暉
也
。
下
以
照
反
。【
陸
法
云
】
照
也
。（
二
十
六
行
目
）

　
　

・【
同
経
云
】
金
臺
。【
法
華
慈
恩
音
訓
云
】
臺
徒
来
反
。
尓
疋
﹇
ニ

ハ
﹈
四
方
﹇
ニ
シ
テ
﹈
而
高
曰
ー
。《
類
聚
臺
和
名
宇
天
奈
。》　
（
二

十
八
行
目
）

　
　

・【
同
経
云
】
勁
及
雙
肩
。【
玉
篇
云
】
頚
吉
郢
切
。【
説
文
云
】
頭
茎

也
。
又
云
雙
所
江
切
。
兩
也
。
偶
﹇
ク
ウ
﹈
也
。
又
飛
鳥
二
枚
也
。

【
音
訓
云
】　

肩
古
賢
反
。【
孫

云
】
頂
上
也
。

也
。（
三
十
行

目
）

　

例
え
ば
、
傍
線
部
Ａ

大
般
若
経
云
有
白
毫
相
、
傍
線
部
Ｂ

大
般
若

経
云
如
覩
羅
綿
、
傍
線
部
Ｃ

无
上
依
経
云
右
旋
上
靡

の
よ
う
な
記
述

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
本
書
に
お
い
て
は

大
般
若
経

や

无
上
依
経

等
か
ら

有
白
毫
相

や

如
覩
羅
綿

右
旋
上
靡

な
ど
の
相
好
語
を

引
用
し
て
い
る
。
同
名
の
経
典
が
続
く
場
合
は

同
経
云

と
し
て
固
有
名

を
省
略
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
〈
表
一
〉
を
参
照
）。
本
書
に
引
用
さ
れ
た

相
好
語
は
全
部
で
一
三
七
語
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
相
好
語
に
は
各
種

典
籍
か
ら
引
用
さ
れ
た
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
注
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
国
の
小
学
書

（
玉
篇

切
韻

等
）
や
仏
典
音
義
（
大
般
若
経
音
訓

行
瑫
音
義

玄
應
音
義

等
）
や
、
義
疏
（
法
華
経
玄
賛
摂
釋

法
華
経
玄
賛
）
か

ＡＢＣ



来
迎
院
如
来
蔵
所
蔵
の

相
好
文
字
抄

に
つ
い
て

ら
引
用
さ
れ
た
小
学
的
な
注
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
傍
線

部
Ａ
の

有
白
毫
相

の
条
文
で
は
、
ま
ず

毫
胡
力
反

と
い
う
音
注
、

長
毛
也

鋭
毛
也

と
い
う
義
注
、
さ
ら
に

或
作
豪

と
い
う
字
体
注

や

今
案
二
形
通
用
之

と
い
う
字
体
に
関
す
る
案
語
な
ど
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
仏
教
教
義
的
な
注
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
れ
ば
、
相
好
文
字
抄

は
、
仏
典
音
義
と
い
う

よ
り
も
、
様
々
な
仏
典
か
ら
相
好
語
を
取
り
上
げ
て
主
と
し
て
小
学
的
な
注

を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
種
の

仏
典
辞
書
、
特
に

相
好
語
辞

書

の
よ
う
な
も
の
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
）

（
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
相
好
文
字
抄

の
一
三
七
語
の
相
好
語
は
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
仏
典
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
全
体
像
を
〈
表

一
〉
と
し
て
示
す
。

　
〈
表
一
〉
の

引
用
経
典
名

の
項
目
に
は

大
般
若
経
云

无
上
依
経

云

の
よ
う
に
当
該
相
好
語
の
出
典
と
な
っ
た
経
典
名
を
記
し
た
。
相
好

語

の
項
目
に
は
、
有
白
毫
相

右
旋
上
靡

の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
経

典
か
ら
引
用
さ
れ
た
相
好
語
を
記
し
た
。
＊
印
の
あ
る
も
の
は
表
末
の
注
を

参
照
。
序
数

は

相
好
文
字
抄

に
出
て
く
る
順
序
に
よ
る
序
数
で
あ

る
。
ま
た
、
同
経
云

の
よ
う
に
固
有
名
を
挙
げ
て
い
な
い
出
典
注
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば

同
経
（
大
般
若
）
云

の
よ
う
に
具
体
的
な
経
典
名
を

補
っ
た
。
な
お
、
こ
の
序
数
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
三
十
二
相
八
十
種
好
の
相

好
の
一
つ
一
つ
に
対
応
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、

番

有
白

毫
相
、

番

如
覩
羅
綿
、

番

逾
珂
雪
等

の
三
つ
を
併
せ
て
一
相

で
あ
る
。（
後
述
の
〈
表
二
〉
参
照
。）

〈
表
一
〉

序
数

引　

用　

経　

典　

名

相　

好　

語

大
般
若
音
訓
云

相
好

大
般
若
経
云

有
白
毫
相

大
般
若
経
云

如
覩
羅
綿

大
般
若
経
云

逾
珂
雪
等

无
上
依
経
云

右
旋
上
靡

六
波
羅
蜜
経
云

婉
轉
右
旋

六
婆
羅
蜜
経
云

頗
胝
迦
宝

大
般
若
云

光
潔
晃
曜

同
経
（
大
般
若
）
云

金
臺

同
経
（
大
般
若
）
云

頚
及
雙
肩

瑜
伽
論
云

及
項

十
住
論
云

両
掖

百
福
荘
厳
相
経
云

缺
減

尼
乾
子
経
云

高
峻

大
般
若
云

腋

大
般
若
云

充
實



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・

合
併
号

觀
佛
経
云

摩
尼
珠

觀
佛
経
云

腋

同
経
（
觀
佛
経
）
云

脇
肋

伽
論
（
瑜
伽
論
）
云

項
脊

大
般
若
云

容
儀

同
経
（
大
般
若
）
云

洪
滿

伽
論
（
瑜
伽
論
）
云

僂
曲

十
住
論
云

七
肘

大
般
若
云

仙
王

同
経
（
大
般
若
）
云

離
翳

同
経
（
大
般
若
）
云

縦
廣

同
経
（
大
般
若
）
云

如
諾
瞿
陀

同
経
（
大
般
若
）
云

頷
臆

十
住
論
云

廣
厚
得
所

般
若
経
（
大
般
若
）
云

威
厳

觀
佛
経
云

缺

骨

般
若
経
（
大
般
若
）
云

一
尋

最
勝
経
（
最
勝
王
経
）
云

赫
奕

同
経
（
最
勝
王
経
）
云

項
背

觀
佛
経
云

金
色
艶

同
経
（
觀
佛
経
）
云

鉤
鎖
骨
槃
龍
結

又
（
觀
佛
経
）
云

副
稱

大
般
若
云

浄
蜜

最
勝
経
（
最
勝
王
経
）
云

拘
物
頭
華

十
住
論
云

君
垣
華

同
論
（
十
住
論
）
云

蜜
緻

瑜
伽
論
云

上
下
歯
鬘

同
論
（
瑜
伽
論
）
云

臂

觀
佛
経
云

下
齗

大
般
若
云

四
牙

同
経
（
大
般
若
）
云

鮮
白
鋒
利

同
経
（
大
般
若
）
云

喉
脉

同
経
（
大
般
若
）
云

延
縮

同
経
（
大
般
若
）
云

擁
曲
＊

同
経
（
大
般
若
）
云

呑
咽

又
（
大
般
若
）
云

津
液

又
（
大
般
若
）
云

身
心
適

无
上
依
経
云

咽
喉

觀
佛
経
云

流
注

同
経
（
觀
佛
経
）
云

適
舌
根
上

同
経
（
觀
佛
経
）
云

咽
替

大
般
若
云

能
覆

同
経
（
大
般
若
）
云

梵
音

同
経
（
大
般
若
）
云

詞
韻
和
雅
＊



来
迎
院
如
来
蔵
所
蔵
の

相
好
文
字
抄

に
つ
い
て

又
（
大
般
若
）
云

洪
震

又
（
大
般
若
）
云

婉
約

又
（
大
般
若
）
云

如
頻
迦
音

又
（
大
般
若
）
云

和
悦
與
言

又
（
大
般
若
）
云

眼
睫

无
上
依
経
云

紺
炎

十
住
論
云

希
疏

大
般
若
云

眼
睛

同
経
（
大
般
若
）
云

紺
青

同
経
（
大
般
若
）
云

紅
環

同
経
（
大
般
若
）
云

皎
潔

觀
佛
経
云

倶
眴

百
福
経
云

紺
艶

又
（
百
福
経
）
云

婉
麗

又
（
百
福
経
）
云

含

无
上
依
経
云

眼
瞼

觀
佛
経
云

雙
眥

大
般
若
云

天
帝
弓

同
経
（
大
般
若
）
云

舒
泰

同
経
（
大
般
若
）
云

含
笑
先
言
＊

同
経
（
大
般
若
）
云

熈
怡

同
経
（
大
般
若
）
云

頻
蹙

同
経
（
大
般
若
）
云

常
少

同
経
（
大
般
若
）
云

好
巡
奮
處

同
経
（
大
般
若
）
云

面
門

觀
佛
経
云

師
子
欠
相

同
経
（
觀
佛
経
）
云

兩
吻

同
経
（
觀
佛
経
）
云

丹
暉

同
経
（
觀
佛
経
）
云

如
頻
婆
菓

觀
佛
経
云

髭
鬢

同
経
（
觀
佛
経
）
云

蝌
斗

大
般
若
云

且
直

最
勝
王
経
云

如
載
金
鋌

觀
佛
経
云

當
于

同
経
（
觀
佛
経
）
云

鷹
王
膣

報
恩
経
云

頬
車

大
般
若
云

輪
埵

瑜
伽
云

角
鬢

大
般
若
云

綺
靡

觀
佛
経
云

擾
生
＊

大
般
若
云

額
廣

大
般
若
経
云

烏
瑟
膩
沙

同
経
（
大
般
若
）
云

天
蓋

无
上
依
経
云

涌
起



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・

合
併
号

同
経
（
无
上
依
経
）
云

成
髻

智
論
云

如
捲
＊

觀
佛
経
云

合
拳
＊

同
経
（
觀
佛
経
）
云

金
剛

同
経
（
觀
佛
経
）
云

頂
腦

无
上
依
経
云

无

大
般
若
云

末
達
那

乾
子
経
（
尼
乾
子
経
）
云

繖
蓋

大
般
若
云

筋
脈

同
経
（
大
般
若
）
云

盤
結

无
上
依
経
云

脈
理

大
般
若
云

支
節

乾
子
経
（
尼
乾
子
経
）
云

鉤
鎖

无
上
依
経
云

那
羅
延

觀
佛
経
云

間
錯

同
経
（
觀
佛
経
）
云

如
脂

大
般
若
云

敦
重

同
経
（
大
般
若
）
云

諸
竅

同
経
（
大
般
若
）
云

敦
粛

同
経
（
大
般
若
）
云

怯
弱

同
経
（
大
般
若
）
云

庠
審

同
経
（
大
般
若
）
云

庠
序

无
上
依
経
云

斜
戻

同
経
（
无
上
依
経
）
云

迴
如

瑜
伽
云

轉
側

同
論
（
瑜
伽
論
）
云

礫
石

同
論
（
瑜
伽
論
）
云

塼
瓦

大
般
若
云

四
指
量

尼
乾
子
経
云

炳
着
＊

大
般
若
云

随
轉

大
般
若
云

逶
迤

无
上
依
経
云

剛
彊

大
般
若
云

轉
範
＊

〔
注
記
〕

・
　

大
般
若
経
中
で
は

癰
曲

と
あ
る
。

・
　

大
般
若
経
中
で
は

詞
韻
弘
雅

と
あ
る
。

・
　

大
般
若
経
中
で
は

念
笑
先
言

と
あ
る
。

・
　

観
佛
経
中
で
は

卷
生

と
あ
る
。

・
　

大
智
度
論
中
で
は

如
拳

と
あ
る
。

・
　

観
佛
経
中
で
は

含
捲

と
あ
る
。

・
　

尼
乾
子
経
中
で
は

炳
著

と
あ
る
。

・
　

大
般
若
経
中
で
は

軌
範

と
あ
る
。
）

（

　
〈
表
一
〉
に
よ
れ
ば

相
好
文
字
抄

に
お
い
て
は
、
そ
の
収
録
し
て
い

る
相
好
語
全
百
三
十
七
例
の
う
ち
六
十
六
例
を

大
般
若
）

（
経

か
ら
引
用
し



来
迎
院
如
来
蔵
所
蔵
の

相
好
文
字
抄

に
つ
い
て

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
六
十
六
例
は
全
体
の
約
四
十
八
％
に
あ
た
り
最
も

多
い
。
次
に
多
く
引
用
さ
れ
る
の
が

観
佛
経

の
二
十
七
例
で
、
全
体
の

約
二
十
％
で
あ
る
。
両
者
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
ほ
ぼ
七
割
を
占
め
る
。
そ

れ
以
外
の
経
典
は

无
上
依
経
云

が
十
二
例
、
瑜
伽
論

が
九
例
、
十

住
論

が
六
例
、
尼
乾
子
経
、
最
勝
王
経
、
百
福
荘
厳
相
経

が
各

四
例
ず
つ
、
六
波
羅
蜜
経

が
二
例
、
大
般
若
経
音
訓
、
報
恩
経
、

大
智
度
論

が
各
一
例
ず
つ
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら

大
般
若
経

と

観
佛
経

が

相
好
文
字
抄

中

の
相
好
語
の
主
要
な
出
典
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
相
好
語
を
記
載
し
た
仏
典
は
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
な
ぜ

相
好
文
字
抄

で
は

大
般
若
経

と

観
佛
経

か
ら
相
好

語
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
理
由
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

周
知
の
と
お
り

大
般
若
経

は
大
乗
仏
教
の
根
本
経
典
で
あ
り
、
な
か

で
も
玄
奘
訳
の

大
般
若
経

は
、
数
あ
る
般
若
経
典
類
の
な
か
で
最
も
完

成
し
た
経
典
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
玄
奘
以
降
の
漢
訳
者
は
玄

奘
訳
の

大
般
若
経

中
の
記
述
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
）

（
る
。
し
た
が
っ

て
、
玄
奘
訳
の

大
般
若
経

以
後
に
撰
述
さ
れ
た
仏
書
が
相
好
を
記
述
す

る
場
合
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
玄
奘
訳
の

大
般
若
経

を
重
視
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
観
佛
経

は
仏
道
修
行
に
お
け
る

観
佛

に

と
っ
て
重
要
な
経
典
で
あ
）

（
る
。
相
好
に
お
い
て
両
書
を
重
視
す
る
こ
と
は
、

往
生
要
集

に
も
、
然
今
三
十
二
略
相
、
多
依
大
般
若
、
廣
相
随
好
、
及

諸
利
益
、
依
観
佛
経
、
す
な
わ
ち

今
三
十
二
の
略
相
は
多
く
大
般
若
経

に
よ
り
、
広
相
と
随
好
及
び
諸
々
の
利
益
と
は
観
佛
経
に
依
）

（
る

と
あ
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
記
述
の
と
お
り
、
本
書
は
そ
の
相

好
語
の
多
く
を

大
般
若
経

と

観
佛
経

か
ら
引
用
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
相
好
文
字
抄

は

大
般
若
経

の
ど
の
箇
所
か
ら
相
好

語
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
般
若
経

は
大
部
な
経
典
で
あ

る
が
、
実
は
、
相
好
の
記
載
は
複
数
の
箇
所
に
集
中
し
て
い
る
の
で
、
引
用

箇
所
を
特
定
す
る
こ
と
は
比
較
的
簡
単
で
あ
る
。
三
十
二
相
と
八
十
随
好
が

ま
と
ま
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
①
巻
第
三
百
八
十
一
（
初
会
、
諸

功
徳
相
品
）、
②
巻
第
四
百
六
十
九
か
ら
巻
第
四
百
七
十
に
か
け
て
（
第
二

会
、
衆
徳
相
品
）、
③
巻
第
五
百
三
十
一
（
第
三
会
、
妙
相
品
）、
④
巻
第
五

百
七
十
三
（
第
六
会
、
二
行
品
）、
の
計
四
箇
所
で
あ
）

（
る
。

　

た
だ
し
同
じ
順
番
の
相
好
語
（
例　

第
二
十
五
相
）
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

ら
の
記
載
箇
所
に
よ
っ
て
、
そ
の
相
好
語
や
相
好
の
説
明
内
容
が
異
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
二
十
五
相
を
例
に
と
っ
て
こ
の
四
箇
所
に

お
け
る
相
違
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

①
〔
巻
第
三
百
八
十
一
〕
世
尊
常
得
味
中
上
味
。
喉
脉
直
故
能
引
身

中
諸
支
節
脈
所
有
上
味
。
風
熱
痰
病
不
能
為
雜
。
由
彼
不
雜
脈
離
沈

浮
延
縮
壊
損
癰
曲
等
過
。
能
正
呑
咽
津
液
通
流
故
。
身
心
適
悦
常
得

上
味
。
是
二
十
五
。

　
　

②
〔
巻
第
四
百
六
十
九
品
か
ら
巻
第
四
百
七
十
〕
如
来
常
得
味
中
上

味
。
是
二
十
五
。

　
　

③
〔
巻
第
五
百
三
十
一
〕
諸
佛
常
得
味
中
上
味
。
喉
脈
直
故
能
引
身
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中
千
支
節
脈
所
有
上
味
。
是
二
十
五
。

　
　

④
〔
巻
第
五
百
七
十
三
〕
如
来
常
得
味
中
上
味
喉
脈
直
故
。
能
引
身

中
千
肢
節
脈
所
有
上
味
。
是
二
十
五
。

）

（

　

し
た
が
っ
て
、
相
好
文
字
抄

に
お
け
る

大
般
若
経

か
ら
の
引
用

部
分
と
こ
れ
ら
四
箇
所
の
記
載
内
容
と
を
比
較
対
照
す
れ
ば
、
相
好
文
字

抄

が
こ
れ
ら
の
四
箇
所
の
う
ち
の
ど
こ
か
ら
当
該
の
相
好
語
を
引
用
し
た

か
を
特
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

両
書
を
比
較
対
照
し
た
結
果
、
そ
れ
は
巻
第
三
百
八
十
一
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
両
者
が
よ
く
一
致
す
る
実
態
を
〈
表
二
〉
と
し
て
示
す
。

　
〈
表
二
〉
は
、
相
好
文
字
抄

に
お
い
て
【
大
般
若
経
】
と
し
て
引
用
さ

れ
た
相
好
語
（
表
の
上
段
の
語
）
と

大
般
若
経

巻
第
三
百
八
十
一
中
の

三
十
二
相
お
よ
び
八
十
随
好
の
当
該
の
相
好
語
（
表
の
下
段
の
語
）
と
を
対

照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
十
二
相
に
は
※
印
を
つ
け
さ
ら
に
太
枠
で

囲
ん
だ
（
そ
れ
以
外
は
八
十
随
好
）。
な
お
、
三
十
二
相
の

大
般
若
経

に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
順
番
は
【　

】
で
囲
ん
だ
。
当
該
相
好
語
に
は
、

太
線
を
付
し
た
。
最
上
段
の
数
字
は
〈
表
一
〉
の

序
数

で
あ
る
。

〈
表
二
〉

有
白
毫
相　

※

世
尊
眉
間
有
白
毫
相
。
右
旋
柔
軟
如
覩
羅
綿
。

鮮
白
光
浄
逾
珂
雪
等
。【
是
三
十
一
。】

如
覩
羅
綿　

※

逾
珂
雪
等　

※

光
潔
晃
曜　

※

世
尊
身
皮
皆
眞
金
色
。
光
潔
晃
曜
如
妙
金
臺
。

衆
寶
荘
嚴
衆
所
樂
見
。【
是
第
十
四
。】

金
臺　
　
　

※

頚
及
雙
肩　

※

世
尊
兩
足
二
手
掌
中
頸
及
雙
肩
七
處
充
滿
。

【
是
第
十
五
。】

腋　
　
　

※

世
尊

腋
悉
皆
充
實
。【
是
第
十
七
。】

充
實　
　
　

※

容
儀　
　
　

※

世
尊
容
儀
圓
滿
端
直
。【
是
第
十
八
。】

洪
滿

な　
　
　
　

し

仙
王

世
尊
身
相
猶
如
仙
王
。
周
匝
端
嚴
光
淨
離
翳
。

是
第
二
十
。

離
翳

縦
廣　
　
　

※

世
尊
體
相
縦
廣
量
等
。
周
匝
圓
滿
如
諾
瞿
陀
。

【
是
第
二
十
。】

如
諾
瞿
陀　

※

頷
臆　
　
　

※

世
尊
頷
臆
并
身
上
半
。
威
容
廣
大
如
師
子
王
。

【
是
二
十
一
。】

威
厳

世
尊
身
分
上
半
圓
滿
。
如
師
子
王
威
嚴
無
對
。

是
四
十
六
。

一
尋　
　
　

※

世
尊
常
光
面
各
一
尋
。【
是
二
十
二
。】
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浄
蜜　
　
　

※

世
尊
齒
相
四
十
齎
平
淨
蜜
根
深
白
逾
珂
雪
。

【
是
二
十
三
。】

四
牙　
　
　

※

世
尊
四
牙 

鮮
白
鋒
利
。【
是
二
十
四
。】

鮮
白
鋒
利　

※

喉
脉　
　
　

※

世
尊
常
得
味
中
上
味
。
喉
脈
直
故
能
引
身
中

諸
支
節
脈
所
有
上
味
。
風
熱
痰
病
不
能
為
雜
。

由
彼
不
雜
脈
離
沈
浮
延
縮
壊
損
癰
曲
等
過
。

能
正
呑
咽 
津
液
通
流
故
。
身
心
適
悦
常
得
上

味
。【
是
二
十
五
。】

延
縮　
　
　

※

擁
曲　
　
　

※

呑
咽　
　
　

※

津
液　
　
　

※

身
心
適　
　

※

能
覆　
　
　

※

世
尊
舌
相
薄
淨
廣
長
。
能
覆
面
輪
至
耳
髪
際
。

【
是
二
十
六
。】

梵
音　
　
　

※

世
尊
梵
音 

詞
韻
弘
雅
。
随
衆
多
少
無
不
等

聞
。
其
聲
洪
震
猶
如
天
鼓
。 

發
言
婉
約 
如
頻

迦
音
。【
是
二
十
七
。】

詞
韻
和
雅　

※

洪
震　
　
　

※

婉
約　
　
　

※

如
頻
迦
音　

※

和
悦
與
言

世
尊
音
聲
不
高
不
下
。
随
衆
生
意
和
悦
與
言
。

是
七
十
一
。

眼
睫　
　
　

※

世
尊
眼
睫
猶
若
牛
王
。
紺
青
齋
整
不
相
雑
亂
。

【
是
二
十
八
。】

眼
睛　
　
　

※

世
尊
眼
睛 

紺
青
鮮
白
。
紅
環
間
飾
皎
潔
分

明
。【
是
二
十
九
。】

紺
青　
　
　

※

紅
環　
　
　

※

皎
潔　
　
　

※

天
帝
弓　
　

※

世
尊
面
輪
其
猶
滿
月
。
眉
相
皎
浄
如
天
帝
弓
。

【
是
第
三
十
。】

舒
泰

世
尊
顔
貌
舒
泰
光
顯
。
念
笑
先
言
唯
向
不
背
。

是
五
十
八
。

含
笑
先
言

熈
怡

世
尊
面
貌
光
澤
熈
怡
。
遠
離
顰
蹙
青
赤
等
過
。

是
五
十
九
。

頻
蹙

常
少

世
尊
顔
容
常
少
不
老
好
巡
奮
處
。
是
七
十
九
。

好
巡
奮
處

面
門

世
尊
面
門
不
長
不
短
。
不
大
不
小
如
量
端
嚴
。

是
二
十
九
。

且
直

世
尊
鼻
高
脩
而
且
直
其
孔
不
現
。
是
三
十
三
。

輪
埵

世
尊
耳
厚
廣
大
脩
長
輪
埵
成
就
。
是
四
十
二
。
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綺
靡

世
尊
雙
眉
綺
靡
順
次
紺
瑠
璃
色
。
是
第
四
十
。

額
廣

世
尊
額
廣
圓
滿
平
正
形
相
殊
妙
。
是
四
十
五
。

烏
瑟
膩
沙　

※

世
尊
頂
上
烏
瑟
膩
沙
高
顕
周
圓
。
猶
如
天
蓋
。

【
是
三
十
二
。】

天
蓋　
　
　

※

末
達
那

世
尊
首
相
周
圓
妙
好
。
如
末
達
那
亦
猶
天
蓋
。

是
六
十
三
。

筋
脈

世
尊
筋
脈 

盤
結
堅
固
深
隠
不
現
。
是
為
第
五
。

盤
結

支
節

世
尊
支
節
漸
次
曾
圓
妙
善
安
布
。
是
第
十
二
。

敦
重

世
尊
身
支
安
定
敦
重
曽
不
掉
動
圓
滿
無
壊
。

是
第
十
九
。

諸
竅

世
尊
諸
竅
清
淨
圓
好
。
是
五
十
四
。

敦
粛

世
尊
身
容
敦
肅
無
畏
常
不
怯
弱
。
是
第
十
七
。

怯
弱

庠
審

世
尊
行
歩
直
進
庠
審
如
龍
象
王
。
是
為
第
七
。

庠
序

世
尊
行
歩
安
平
庠
序
不
過
不
減
猶
和
牛
王
。

是
為
第
九
。

四
指
量

世
尊
行
時
其
足
去
地
。
如
四
指
量
而
現
印
文
。

是
六
十
八
。

随
轉

世
尊
迴
顧
必
皆
右
旋
如
龍
象
王
擧
随
轉
。
是

第
十
一
。

逶
迤

世
尊
自
持
不
待
他
衛
。
身
無
傾
動
亦
不
逶
迤
。

是
六
十
九
。

轉
範

世
尊
所
為
先
觀
後
作
。
軌
範
具
足
令
識
善
浄
。

是
七
十
六
。

　

こ
の
表
は
以
下
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、

番

光
潔
晃
曜

と

番

金
臺

は
、
大
般
若
経

で

は

是
第
十
四

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
相
好
語
は

大
般
若
経

で
は
三
十
二
相
の
う
ち
の

第
十
四
番
目
の
相

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
同
様
に

番

頚
及
雙

肩

は

第
十
五
相

か
ら
、

番

腋

と

番

充
實

は

第
十

七
相

か
ら
、
と
い
う
よ
う
に
引
用
さ
れ
、

番

烏
瑟
膩
沙

番

天

蓋

の

第
三
十
二
相

か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
ま
で
が

相
好
文
字
抄

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
相
好
語
は

番

洪
滿

の
一
）

（
例
を
除
い
て
、
大
般
若
経

巻
第
三
百
八
十
一
の
相
好
語
と
極
め
て
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
前
述
の
第
二

十
五
相
を
例
に
と
れ
ば
、

番

喉
脉

か
ら

番

身
心
適

の
六
例
の

相
好
語
は
、
巻
第
三
百
八
十
一
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
他
の
三
箇
所
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
相
好
文
字
抄

が
こ
れ
ら
の
語
を
巻

第
三
百
八
十
一
か
ら
引
用
し
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。

　

ま
た

相
好
文
字
抄

に
収
録
さ
れ
て
い
る
三
十
二
相
の
相
好
語
の
う

ち
、
第
三
十
一
相

が
冒
頭
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
第
十
六
相
と
第

十
九
相
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
除
け
ば
、
第
十
四
相
か
ら
第
三
十
二

相
ま
で
は

大
般
若
経

巻
第
三
百
八
十
一
の
記
載
順
序
に
従
っ
て
規
則
正

し
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
相
好
文
字
抄

中
の

大
般
若
経

と
は

大

般
若
経

巻
第
三
百
八
十
一
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
第
一

相
〜
第
十
三
相
、
第
十
六
相
、
第
十
九
相
が
引
用
さ
れ
て
い
な
い
理
由
に
つ

い
て
は
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
三
十
二
相
の
引
用
状
況
と
は
異
な
り
、
八
十
随
好
は

大
般

若
経

巻
第
三
百
八
十
一
記
載
の
順
序
通
り
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
例

え
ば
、

番

舒
泰

は

世
尊
顔
貌
舒
泰
光
顯
。
念
笑
先
言
唯
向
不
背
。

是
五
十
八
。
か
ら
引
用
さ
れ
、

番

面
門

は

世
尊
面
門
不
長
不

短
。
不
大
不
小
如
量
端
嚴
。
是
二
十
九
。
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
が
如
く

で
あ
る
。

　

八
十
随
好
に
こ
の
よ
う
な
引
用
順
序
の
違
い
が
あ
る
の
は
、
三
十
二
相
の

語
の
内
容
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
に
関
係
の
あ
る
八
十
随
好
を
適
宜
抜
粋
し
て

掲
載
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、〈
表
二
〉
に
お
い
て

番

梵
音

か
ら

番

如
頻
迦
音

ま
で
の

第
二
十
七
相

は

阿
弥
陀

仏
の
声

と
い
う
身
体
的
特
徴
で
あ
る
た
め
、
こ
の
直
後
に
、
八
十
随
好
の

中
の
同
様
の
身
体
的
特
徴
で
あ
る

番

和
悦
與
言

を
、
第
七
十
一
随

好
（
世
尊
音
聲
不
高
不
下
。
随
衆
生
意
和
悦
與
言
。）
か
ら
抜
粋
し
て
追
補

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
同
じ
相
好
語
で
は
あ
っ
て

も
、
八
十
随
好
は
三
十
二
相
の
補
完
的
な
特
徴
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
掲
載
の
あ
り
方
は
こ
の
特
徴
と
よ
く
整
合
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
八
十
随
好
も
、
三
十
二
相
の
場
合
と
同
様
に
、
大
般
若
経

巻
第
三
百
八
十
一
か
ら
全
て
の
随
好
が
引
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

本
章
の
内
容
を
要
約
す
る
と

　

①

相
好
文
字
抄

は
そ
の
相
好
語
の
多
く
を

大
般
若
経

と

観
佛

経

か
ら
引
用
し
て
い
る
。

　

②

大
般
若
経

か
ら
引
用
さ
れ
た
相
好
語
は
、
同
書
の
巻
第
三
百
八
十

一
か
ら
集
中
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

③
た
だ
し
三
十
二
相
八
十
随
好
の
全
て
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
具
体
的

に
は
、
三
十
二
相
の

第
一
相

か
ら

第
十
三
相

ま
で
と
、
第

十
六
相

お
よ
び　

第
十
九
相

は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

④
三
十
二
相
は

大
般
若
経

巻
第
三
百
八
十
一
の
三
十
二
相
の
順
序
に

ほ
ぼ
従
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
八
十
随
好
は
そ
の
順
序
に
従
わ
ず
、

三
十
二
相
を
補
完
す
る
形
で
そ
の
説
明
に
あ
わ
せ
て
適
宜
引
用
さ
れ
て

い
る
。

　

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・

合
併
号

　

本
稿
の
結
論
を
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　

来
迎
院
如
来
蔵

相
好
文
字
抄

は
、
諸
仏
典
か
ら
相
好
語
（
阿
弥
陀
仏

を
は
じ
め
と
す
る
諸
仏
の
特
徴
で
あ
る
相
好
す
な
わ
ち
三
十
二
相
と
八
十
随

好
）
を
取
り
上
げ
、
小
学
的
な
注
を
加
え
た
一
種
の
仏
典
辞
書
、
特
に

相

好
語
辞
書

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
大
般

若
波
羅
蜜
多
経

全
六
百
巻
中
の
巻
第
三
百
八
十
一
か
ら
相
好
語
を
集
中
的

に
引
用
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
本
書
に
お
け
る
相
好
語
引
用
の
ほ
ぼ
半
数
を

占
め
る
。
た
だ
し
、
三
十
二
相
と
八
十
随
好
の
全
て
は
引
用
さ
れ
て
お
ら
ず

取
捨
選
択
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（

）  

吉
田
金
彦

辞
書
の
歴
史
（
講
座

国
語
史
　

語
彙
史

所
収
、
大
修
館

書
店
、
一
九
七
一
年
）。
お
よ
び
、
築
島
裕

古
代
日
本
語
発
掘
（
学
生
社
、
一

九
七
〇
年
）。

（

）  

包
紙
に
の
み

相
好
文
字
抄

下

と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
御
住
職
の

斎
藤
氏
か
ら

江
戸
時
代
に
如
来
蔵
の
整
理
、
移
動
が
あ
っ
た
時
に
付
け
ら
れ
た

仮
題
で
は
な
い
か

と
の
ご
指
摘
を
う
け
た
。

（

）  

上
田
正

切
韻
逸
文
の
研
究

解
説
篇
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）、
三
保

忠
夫

元
興
寺
信
行
撰
述
の
音
義
（
国
語
と
国
文
学

第
五
十
一
巻　

第
六

號
、
一
九
七
四
年
）、
築
島
裕

真
興
撰
述
大
般
若
経
音
訓
に
つ
い
て
（
長
澤

先
生
古
稀
記
念　

圖
書
學
論
集

所
収
、
三
省
堂
、
一
九
七
三
年
）、
築
島
裕

大
般
若
経
音
義
諸
本
小
考
（
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
紀
要
第
二
十
一

輯
、
一
九
六
〇
年
）
な
ど
。

（

）  

築
島
裕
（
注（

）
前
掲
書
）
を
参
照
。
な
お
、
同
氏
よ
り

当
時
、
観
智
院

に
は

大
般
若
経
三
十
二
相
八
十
種
好

な
る
典
籍
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
典

籍
に
は
喜
多
院
点
が
付
さ
れ
、
明
ら
か
に
法
相
宗
と
関
係
が
あ
る
。
大
般
若

経

の
相
好
は
、
単
に
天
台
宗
だ
け
で
な
く
法
相
宗
も
関
心
が
深
い
テ
ー
マ
で
は

な
か
っ
た
か

と
の
指
摘
を
一
九
九
六
年
五
月
の
訓
点
語
学
会
に
て
頂
い
た
。
こ

れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
法
相
宗
の
学
僧
は

大
般
若
経

中
の
三
十
二
相
と
八
十
随
好
を
単
に
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
直
ち
に
法
相
宗
の
教
義
に
は
結
び
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば

摩
可
止
観

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
実
践
を
も
重
ん
じ

る
天
台
宗
に
お
い
て
は
、
相
好
業
の
よ
う
な

行

は
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
に

対
し
て
、
唯
識
の
道
理
を
明
か
す
法
相
宗
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
仏
の
相
好
に
関

心
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
法
相
宗
の
教
義
と
、
念
仏
や
観
仏
と
い
う
実
践
的
な

行

と
は
直
ち
に
結
び
つ
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
興
福
寺
か
ら
は

法

相
宗
に
は
、
天
台
宗
の
相
好
業
に
相
当
す
る
よ
う
な

行

は
な
い

と
の
ご
教

示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
相
好
文
字
抄

は
、
元
興
寺
信
行
の
典
籍
、
真

興
撰

大
般
若
経
音
訓
、
法
華
経
玄
賛
摂
釋

等
、
法
相
宗
関
係
の
典
籍
か
ら

多
く
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
以
て

相
好
文
字
抄

が
天
台
宗
で
は
な

く
法
相
宗
に
関
連
の
あ
る
典
籍
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
天
台
宗

の
僧
侶
が
法
相
宗
の
典
籍
を
、
法
相
宗
の
僧
侶
が
天
台
宗
の
典
籍
を
引
用
し
て
も

不
思
議
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
法
華
経
釋
文

は
興
福
寺
の
僧
、

中
算
撰
で
あ
り
、
法
相
宗
の
書
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
注
文

に
お
い
て
は
、
天
台
云

と
し
て
天
台
宗
関
係
の
典
籍
を
教
義
と
は
関
係
な
く

引
用
し
て
い
る
。（
西
原
一
幸
・
河
野
敏
宏
・
顧
国
玉

妙
法
蓮
華
経
釋
文

引

用
の
典
籍
（
一
）
│
│
所
引
典
籍
の
全
体
構
造
│
│

一
九
九
一
年
、
金
城
学

院
大
学
論
集

国
文
学
篇
三
十
三
号
）。
つ
ま
り
、
天
台
関
係
の
典
籍
が
引
用
さ



来
迎
院
如
来
蔵
所
蔵
の

相
好
文
字
抄

に
つ
い
て

れ
る
こ
と
を
以
て

法
華
経
釋
文

が
天
台
関
係
の
書
物
で
あ
る
と
い
わ
れ
な
い

の
と
同
じ
よ
う
に
、
相
好
文
字
抄

が
法
相
宗
関
係
の
典
籍
か
ら
多
く
引
用
し

て
い
る
こ
と
を
以
て
、
法
相
宗
に
関
連
の
あ
る
典
籍
で
あ
る
と
は
一
概
に
は
い
え

な
い
の
で
あ
る
。

（

）  
望
月
信
亨

望
月
仏
教
大
辞
典
（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
五
四
〜
一
九

六
三
年
）
等
に
よ
る
。

（

）  

岡
田
行
弘

八
十
随
好
（
〈
我
〉
の
思
想
（
前
田
専
学
博
士
還
暦
記
念
論

集
）
所
収
、
春
秋
杜
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
る
。

（

）  

望
月
信
亨　

前
掲
書
に
よ
る
。

（

）  

岡
田
行
弘　

前
掲
論
文
に
よ
る
。

（

）  

岡
田
行
弘　

前
掲
論
文
に
よ
る
。

（

）  

望
月
信
亨　

前
掲
書
に
よ
る
。

（

）  

大
日
本
仏
教
全
書

第
三
十
一
（
復
刻
版
）
所
収
の

往
生
要
集

六
〇
頁

（
名
著
普
及
会
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
。

（

）  

ま
た
、
相
好
文
字
抄

は
、
特
定
の
テ
キ
ス
ト
に
密
着
し
た
注
釈
書
と
は
い

え
な
い
点
か
ら
も
、
音
義
書

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）  

以
上
の
表
記
は

SAT

大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
検
索
結
果
に
よ
る
。

（

）  

大
般
若
経
（
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
）
の
テ
キ
ス
ト
は

大
正
新
修
大
蔵

経

第
五
巻
〜
第
六
巻
を
用
い
た
。

（

）  

岡
田
行
弘　

前
掲
論
文
に
よ
る
。

（

）  

観
佛
経

は

観
佛
三
昧
海
経

の
略
称
。
観
佛
経
（
観
佛
三
昧
海
経
）

に
つ
い
て
の

仏
書
解
説
大
辞
典

の
解
説
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
全
十

巻
。
観
佛
三
昧
経
と
も
い
う
。
佛
陀
跋
陀
羅
が
東
晋
時
代
の
隆
安
二
年
（
三
六

九
）
か
ら
永
初
二
年
（
四
二
一
）
に
お
い
て
譯
出
。
そ
の
内
容
は

佛
を
観
じ

佛
を
念
ず
る
に
は
如
何
に
す
べ
き
か
を
詳
叙
し
、
且
つ
そ
の
殊
勝
な
る
功
徳
を
敷

衍
す
る
も
の

と
あ
り
、
ま
た
、
経
中
に
は
三
十
二
相
、
八
十
随
好
が
列
ね
ら

れ
順
觀
法
そ
し
て
逆
觀
法
の
両
様
の
觀
法
等
が
擧
げ
て
あ
る

と
あ
る
。
な
お

観
佛
三
昧
海
経

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て

大
正
新
修
大
蔵
経

第
一
五
巻
を
用

い
た
。

（

）  

大
日
本
仏
教
全
書

第
三
十
一

往
生
要
集

六
〇
頁
。

（

）  

大
般
若
経
（
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
）
の
巻
第
三
百
八
十
一
は

大
正
蔵

六

巻
九
六
八
頁
以
下
、
巻
第
四
百
六
十
九
か
ら
巻
第
四
百
七
十
に
至
る
箇
所
は

大

正
蔵

の
七
巻
三
七
七
頁
以
下
、
巻
第
五
百
三
十
一
は

大
正
蔵

の
七
巻
七
二

六
頁
以
下
、
巻
第
五
百
七
十
三
は

大
正
蔵

の
七
巻
九
六
〇
頁
以
下
、
の
箇
所

を
各
々
参
照
し
た
。

（

）  

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
巻
に
よ
っ
て
、
世
尊

如
来

諸
佛

な
ど
、
仏

の
名
称
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
注
釈
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
大
般
若
経

と
い
う
ひ
と
つ
の
経
典
内
に
お
い
て
も
相
好
の
記

述
は
同
一
で
は
な
く
バ
リ
ア
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（

）  

番

洪
満

は
、
巻
第
三
百
八
十
一
で
は

円
満

と
記
載
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
他
の
三
箇
所
で
は

洪
満

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
付
記
）
本
稿
は
一
九
九
六
年
五
月
の
訓
点
語
学
会
（
於
青
山
学
院
大
学
）
で
発
表
し

た
草
稿
に
加
筆
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て

は
、
西
原
一
幸
氏
か
ら
貴
重
な
助
言
を
頂
い
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
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